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第１回多職種連携に係る研修会

第46回常務理事会
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定時代議員会

第１回臨時理事会

第１回国保臨時組合会

新役員打合せ会（第１回常務理事会）

新元号『令和』がスタートする。TV等で“平成を振り返って”が目についたので、私
も遅ればせながら振り返ってみた。大学生活が始まり、様々な感情を抱きながらも平穏
な日常を過ごしていた。高学年になった頃、早朝のニュースで阪神淡路大震災の報道を
目にした。悲惨な映像に鳥肌がたち、とても衝撃を受けたがそれでも心のどこかでは、
対岸の火事と思っていた。歯科医師となって、講習会に来ていた福岡で西方沖地震に遭
遇した。公園に避難するも携帯は繋がらず不安でいっぱいだった。それから開業して間
もなく、東日本大震災を知り、H28年熊本地震を体験することになり、もはや足元の火事
となってしまった。平成とは、震災だけでなく私の人生にとって大きな変化も経験でき
た充実した30年だったように思う。そして新たな時代は、どんな人生が待っているか…
笑顔で過ごしたいと思っている。

（T. M）
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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

杖立  鯉のぼり祭り
　毎年４月１日～５月６日に 3,500 匹の「こいのぼ
り」の群れが姿を現し、温泉街を流れる杖立川の
上空を悠々と泳ぎます。
　今では全国各地で見られる「鯉のぼり祭り」で
すが、そもそもの発祥の地は杖立温泉でした。
　川岸にロープをつけたボールを投げて鯉のぼり
を吊るしたのがはじまりで、杖立の春の風物詩です。

（T．K）

事業課からのご案内

今年度から
保険料が
さらにお安く

最高「3000万円」
の保障が無診査
で加入OK

配偶者も
1000万円まで
加入OK

１年更新で
配当金は毎年
加入者へ還元

其の
1

朝日生命　アメリカンファミリー生命　住友生命　損保ジャパンひまわり生命
第一生命　　日本生命　　富国生命　　明治安田生命　　メットライフ生命

[ 県歯事務局　TEL：096-343-8020　担当：奥村 ]　までご連絡ください

下記の保険会社と団体収納契約をしておりますので
会費明細引きがご利用できます。

其の
２

個人でご加入した保険料が団体割引でお安くなり、
保険内容に何も影響ありません。

手続きは簡単、事務局が代行します。ぜひ便利でお得な制度をご活用ください。

グループ保険は歯科医師会が契約者で
保険料を一括納付しています。

会員だけがいつでも自由に加入できる制度です。

※昨年度実績 40%還付
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平成の時代が終わり､ 新しい時代が始まりました｡ 先達が築いてこられた誇り高き伝統の
中で歯科医師会の未来への新たな挑戦の始まりです｡ 既存の事業を更に発展させ､ ｢県民の
健康長寿｣ と ｢会員の安定した生活｣ を実現させるためには三本の矢が必要だと考えます｡

①更なる医療・保健・福祉連携の推進
これまで､ 国・県・市町村行政ならびに多職種と連携を深め様々な公衆衛生事業､ 医療連
携事業を展開して来ました｡ 担当理事の皆さんの時代を読む眼力と奮闘努力は病院､ 大学､
学校､ 行政､ 関係団体等に強くアピールし､ そして会員の皆さんの心を動かし､ その協力に
よって今や日本を代表する医療・保健・福祉の連携システムが出来上がっています｡

《ライフコースに応じた医・保・福連携のテーマと課題》
【乳幼児期・学齢期】・学校歯科医による健康教育・口腔機能向上・虐待の早期発見
【成人期】・歯周病検診・口腔がん検診・事業所歯科健診・生活習慣病対策・食支援
【医療連携】・がん患者医科歯科医療連携・周術期医科歯科医療連携・回復期病診連携

・熊本型早産予防対策事業・糖尿病歯周病医療連携
【高 齢 期】・後期高齢者歯科健診・口腔機能向上・オーラルフレイル対策・認知症対策
【要介護者】・訪問診療･口腔機能管理､ 向上･多職種連携での食支援･リハビリ体制整備
【障がい者】・口腔保健センター機能の充実・県下歯科診療体制の充実・地域リーダー育成

②効果的・効率的対外PR
対外PRの一つの手法として､ まず､ 連携事業を進める中で出会う関係者のジャンルごと
(例えばがん連携､ 糖尿病連携) のネットワークを構築する｡ 次にネットワークに参加する
それぞれの団体・個人から要望や意見､ 疑問を収集する｡ そして､ それぞれの現場の意見､
疑問に沿った､ 具体性のある情報提供 (対外PR) を双方向から行い共通理解を図り､ それ
を県民に発信して行くというのはどうでしょう｡ それには､ 腹を割って話せる､ 顔の見える
日頃からの関係づくりが必要です｡ また､ 歯科に対する固定観念の浸透したステレオタイプ
の広報活動から､ 型にはまらない､ 従来とは違うものの見方で自由にのびのびとした発想の
転換を図っていくことも大切ではないでしょうか｡
③様々な場面を担う人材の育成
組織を発展させていくには人材の育成は必要不可欠なことです｡ 将来を想定し､ 次世代を
担う役員､ 委員会委員､ 事務局職員を育成していくことが必要です｡ 若い先生方には様々な
出会いや体験を通して自分を磨き､ 成長していただきたいと思います｡ また､ 医・保・福連
携においては､ 医・保・福・介護関係職､ 政治家､ 行政やマスコミなど､ 様々な関係者がそ
れぞれの立場で歯科医療の存在意義を理解され､ それぞれの現場で歯科を実践できる人材と
なって頂けるよう情報提供や環境整備を行うことも必要です｡
多様化する社会に適した歯科医師会の新しい形を役員､ 会員､ 事務局皆さんで知恵を出し
合い､ 力を合わせ創造し､ 未来に繋いでいただきたいと思います｡ ７月に誕生する新執行部
に激励のエールを送ります｡

効果的・
効率的対

外PR 安心・安全な歯科治療
生涯を通じた歯科健診
口腔機能管理・向上

器質から機能へ
治療から管理へ
単独から連携ヘ

健康長寿
口から食べる喜び
住み慣れたまちに暮す

生活を支える医療としての歯科医療
かかりつけ歯科医機能充実
地域包括ケアシステムへの参画

様々な場
面を担う

人材の育
成

更なる医
療・保健

・福祉連
携の推進
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３月23日(土) 午後３時より､ 県歯会館に

おいて､ 宮本議長・武藤副議長他49議員､ 浦
田会長他全役員出席のもと開催された｡

１. 開会：小島副会長

２. 議事録署名人選任：
田中利明 議員 (熊本市)
森口茂樹 議員 (天草郡市)

３. 物故会員に対する黙祷：
(熊本市) 赤�幸太 会員､ 上田隆一 会員､

元島博信 会員
(玉名市) 北田賢次郎 会員
(下益城) 冨屋栄祐 会員
(八 代) 中村矢一 会員

４. 挨拶：浦田会長

今日の代議員会は､ Ｈ
31年度の事業計画予算が
主な議題です｡ 本会の財
務運営に係わる重要な案
件については､ 協議で先
生方のご意見を伺いたい
と思っております｡
我々執行部も､ ６月の

代議員会まで残りの３ヶ月足らずを運営させ
ていただき､ 次期執行部にしっかりと申し送
りをして会の運営がスムーズにいくように対
応していきたいと思っています｡
私事ですが､ 10年余り会長職を勤めてまい

りました｡ 至らなかったところも沢山あった
と思いますが､ 先生方から色々なご指導､ ご
協力等々をいただき本当にありがとうござい
ました｡ 熊本地震という大きな経験もしまし
たが､ 役員､ 職員の皆さんに助けられながら
全うすることが出来たのではないかと､ そう
いう意味では､ 充実した10年間を過ごさせて
いただき本当にお世話になりました｡
本日は､ 熊本県より田原健康局長にお越し

いただいております｡ 県の協力で､ 懸案だっ
た障がい者診療に関して予算がつき､ 31年度
からしっかりと対応出来ると思っております｡
６月の代議員会で最後のご挨拶をさせてい

ただきますが､ 今日は最後までよろしくお願
いします｡

５. 来賓挨拶：
田原 牧人
県健康福祉部健康局長

６. 会員表彰：
熊本市 池上富雄 会員

伊東泰蔵 会員
大嶋健一 会員 緒方孝則 会員
岡本 寛 会員 小田和人 会員
古賀 明 会員 竹田敬幸 会員
田島貞子 会員 谷川貞男 会員
友枝和夫 会員 西銘達生 会員
藤波好文 会員 三隅裕邦 会員
分山和男 会員 渡辺 博 会員

玉名郡市 森本博仁 会員
荒尾市 福嶋修治 会員 松本孝治 会員
山鹿市 神山久志 会員
菊池郡市 中山精文 会員
阿蘇郡市 田代正博 会員
上益城郡 山内 透 会員
下益城郡 豊田経学 会員
八代 上田 博 会員
水俣芦北郡市 深水 達 会員
このうち出席された古賀会員､ 神山会員､
深水会員へ賞状及び記念品の贈呈が､ 浦田
会長より行われた｡ さらに､ 古賀会員より
謝辞が述べられた｡
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７. 報告：� 会務報告 牛島専務理事� 会計報告 八木常務理事� 監査報告 中嶋監事� 日歯代議員会報告 小島日歯代議員

８. 議事：
第１号議案 平成30年度会計収支補正予算

書 (案)の承認を求める件
第２号議案 平成31年度事業計画 (案) の

承認を求める件
第３号議案 平成31年度会費および負担金

の賦課額､賦課率並びにその徴
収方法(案)の承認を求める件

第４号議案 平成31年度会計収支予算書
(案)の承認を求める件

以上すべての議案は承認可決された｡

【事前質問・要望】
１. 金属に係る保険点数改定

(荒尾市・田中議員)
[要旨]
前回の金属の金額の５％

上昇でなければ改定されな
いとなっていますが､ 数回
の改定なしで､ 保険点数よ
りも使用金属の価額が上回っ
ています｡ 日歯の社保に提

議しても動きがないと聞いていますが､ 日
歯代議員会に提出しないのですか｡
[執行部回答]
随時改定は直前の６ヶ月の平均で行われ
ますが､ 直前半年の改定がない場合はその
前に遡り計算され､ 今回は結果､ 上下が相
殺されややプラスになっているが５％は超
えていないということです｡ ６か月を縮め
て改定されると､ ソフトや費用の問題があ
り困難が伴います｡ ６ヶ月毎に５％変動す
ると改定する仕組みを改めて見直す事につ
いては､ 今後も粘り強く厚労省にお願いを
していきながら､ 所管の判断にゆだねたい
と思っております｡
２. 歯科用金パラの改定 (熊本市・井口議員)
[要旨]
歯科用金パラの４月の改定はないと言う
事ですが､ 現在､ 金パラ価格は高騰し､ 今
の保険点数が実態を反映しているとは到底
考えられない状況です｡ 金属の告示価格が
６カ月前と比較して５％以内の変動しかし
ていないという判断だと思われますが､ ど
のような計算に基づき何を根拠に決定がな
されているのか､ 厚労省に対し明確な説明
と資料の開示を求めて頂きたい｡
[執行部回答]
１. と同じ

３. 細胞診検査等の保険点数の加算
(熊本市・渡辺議員)

[要旨]
先日芸能人の舌癌を歯
科医師がステージ４まで
見過ごしてしまった事例
が報道されましたが､ 我々
歯科医師が保険で出来る
数少ない検査項目の一つ
に ｢細胞診検査｣ という
のが有ります｡ 手軽な検査ではありますが､
きちんと理解して行えば大変有効な手段だ
と思います｡ しかしながら現在この検査を
行なった場合に請求出来る点数に対して検
査を依頼する検査センターに支払う費用が
高額なため､ 一般的にこれを導入していな
い歯科医院が殆どなのではないでしょうか？
もしこの検査に対する点数が理にかなった
ものであったとすればもっと歯科界にこの
検査が浸透し､ 今回のような悲惨な結果に
ならずに済んだのではないかと考えます｡
金属価格の問題と同様に他にも合着用セメ
ントなど赤字項目が多くある点をしっかり
見直して是正を求めるべく行動を起こして
もらいたく御意見申し上げます｡
[執行部回答]
本県では､ 熊本大学病院歯科口腔外科の
協力による口腔粘膜病変鑑別システムがあ
りますので､ 口腔がんの早期発見のために
もご利用いただければ､ より精度の高い診
断が可能になると思われます｡ 診療報酬の
赤字項目については､ できるだけ日歯を通じ
て要望を行っていきますので､ 具体的な項目
や数値をご提示いただきたいと思います｡

９. 協議：
１. 本会財政健全化対策 (終身会員への移
行条件並びに収入割会費の見直し)
各郡市を回り会員からの多くのご意見を
ふまえ､ 執行部で検討を重ねた結果､ ま
ず収入割の割合を変更し､ 将来の財政を
見たうえで終身会員の条件を改めて検討
していくこととした｡
２. 時局対策

登録期間については､ 学術担当より検
討させていただきたいとの返答であった｡
生涯研修制度は認定医をふまえての学術
研鑽となっているため､ 今までよりも取得
が非常に難しくなってきているが､ 広く会
員に参加してもらえる体制になるよう検討
していくこととした｡今後､サテライト等で
の講習会を進めていくという返答であった｡

10. 閉会：渡辺副会長
(広報 永廣 有伸､ �� 真由美)
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日 時：平成31年３月13日(水) 午後７時か

ら午後８時４分
場 所：熊本県歯科医師会館 第１会議室
出席者：浦田会長他大林理事を除く全役員
１. 開会：渡辺副会長
２. 挨拶：浦田会長

今日は今年度最後の理事会です｡ 各事業は
今月で一応の区切りとなり､ ６月開催の臨時
代議員会までが任期となりますのでよろしく
お願いいたします｡ さて､ 先日開催された総
務・医療連携委員会所管のがん医科歯科連携
運営協議会において医科の先生をはじめ皆様
から多くのご意見をいただきました｡ より高
い連携体制の構築が必要､ 平成25年からパイ
ロット事業として３病院から始まり､ ６年間
経過した現在では23病院にまで広がり､ 紹介
者数も年々増加しております｡ しかし､ まだ
まだがん患者に対する連携が全て円滑に行わ
れている訳ではありませんので､ 今後の課題
も多いとのご意見をいただいておりますので､
今後はより質の高い連携体制を構築する必要
があります｡ また､ 本事業は県保健医療計画
にある４疾病５事業の足掛かりとなる重要な
事業であるとの位置付けになります｡ さらに､
総務・医療連携委員会だけでなく各委員会が
それぞれ抱えている課題がありますので､ 次
期執行部に申し送りをして今後に活かしてほ
しいと思います｡ 今までの役員の皆様のご尽
力に感謝申し上げます｡

３. 議長選出：浦田会長
４. 議事録署名人：中嶋監事､ 西野監事
５. 平成30年度会務報告：

(自：２月15日～至：３月10日)
本会総務：理事会､ 常務理事会､ 新入会員

研修会､ 選挙管理委員会
学 術：有料学術講演会
社会保険：社会保険委員会､ 社会保険､ セ

ンター・介護合同委員会
地域保健：後期高齢者歯科口腔健康診査事

業研修会､ 8020支援事業・医療
機関連携事業評価会議

広 報： 『熊歯会報』 ３月号の校正
学校歯科：学校歯科委員会
医療対策：医療相談・苦情事例報告
センター・介護：社会保険､ センター・介

護合同委員会､ 多職種連
携に係る研修会

厚生・医療管理：厚生・医療管理委員会
総務・医療連携：県がん患者医科歯科医療

連携事業歯科衛生士対象
研修会､ がん医科歯科連
携登録歯科医のための全
国共通ナショナルテキス
ト講習会

学 院：学院教務委員会､ 歯科衛生士国
家試験､ 地域包括ケア研修会､
学院卒業式

国 保：国保理事会､ 国保通常組合会
以上､ 各担当役員より報告がなされた｡

６. 報告事項：
１. 表彰
・日本歯科医学会会長表彰
東 克章 会員 (熊本市)
表彰式：平成31年２月19日(火)

日本歯科医学会評議員会
２. 退会会員
・故 上田 隆一 会員 (終身／熊本市)
83歳 平成31年２月23日 ご逝去
・助廣 都祈 会員 (第３種／熊本パール
総合歯科クリニック宇土院：宇土郡市)
平成31年２月28日 退職
※３月に第１種会員として入会
・井原 功一郎 会員 (第３種／伊東歯科
口腔病院：熊本市) 平成31年３月29日
退職
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３. 地域保健委員会事業企画書
８月10日(土) 午後３時より低ホス

ファターゼ症に関する研修会を開催す
ることを報告した｡

４. 事業実施報告書
・ ｢有料学術講演会｣ (３月３日) 学術
委員会
・１月末がん及び回復期の医科歯科連携
事業

５. ２月末会計現況
６. その他
・平成31年度地域医療介護総合確保基金
に係る新規事業提案
新規提案した事業については､ 県よ

り検討結果とその理由が提示されてい
るので担当理事は内容を確認してほし
いと報告した｡

７. 連絡事項：
１. ４月行事予定
理事会開催日の変更
４月24日(水)→23日(火)
６月６日(木)→７日(金)

８. 承認事項：
１. 新入会員の承認 [承認]
第１種会員１名の入会を承認した｡

平成30年度入会状況 (３月末累計)
第１種会員／22名 第２種会員／４名
第３種会員／28名 第４種会員／１医
療機関

２. 関係機関・団体からの役員等の推薦依
頼 [承認]
・熊本県ＰＴＡ共済審査委員会専門医師
／熊本県ＰＴＡ教育振興財団
西野 隆一 監事 任期：2019年４月１
日～2020年３月31日まで
関係機関・団体への役員等の推薦を承
認した｡

３. 後援名義の使用依頼 [承認]
第26回熊本県臨床工学会 第290回熊本
県滅菌消毒法講座 九州臨床工学技士
フォーラム／熊本県臨床工学会
後援名義の使用を承認した｡

４. 熊本で能楽を楽しむ会からの企業広告
のお願い [承認]
企業広告依頼は辞退することとした｡

９. 議題：
１. 平成30年度臨時代議員会 ｢事前質問｣
の回答 [承認]

金属価格高騰については３月14日・15
日の日歯代議員会にも同様の要望が提出
されており､ 日歯の回答を踏まえて代議
員会当日に回答する｡ その他の回答につ
いては承認した｡
２. 契約職員等就業規程の全面改正 (案)
[承認]
改正労働契約法に伴い､ 有期労働契約
を無期労働契約へ転換する等の内容を盛
り込んだ契約職員等就業規程の全面改正
(案) を承認した｡
３. 熊本県地震デジタルアーカイブの関連
資料の提供依頼 [承認]
本会で作成した熊本地震報告書を提供
することを承認した｡ 内容は牛島専務理
事と事務局で精査し､ 非公開が妥当であ
る部分は削除し､ 県に二次利用不可を申
し出る｡ また､ 報告書以外でも提供でき
る資料があれば県に提供することを承認
した｡
４. 一般社団法人熊本県歯科医師会災害対
策基金管理・運営規程の設置 [承認]
基金設立については､ 定款第45条 ｢財
産の管理及び会計に関する規則は代議員
会の決議を経て別に定める｡｣ に関連す
る内容であることから､ ６月の定時代議
員会で議案として提案することとなった
ため､ この規程の設置日は７月１日とす
ることを承認した｡

10. 協議事項：
１. その他
・ゴールデンウィーク期間中の事務局の
対応 [承認]

４月28日(日) から５月６日(月) ま
でのゴールデンウィーク期間中は全て
休業とすることを承認した｡ ただし､
緊急の場合は緊急連絡網体制により対
応する｡ また事務局の業務は休業であ
る旨を会員に通知する｡
・働き方改革関連法に伴う年休５日付与
義務化 [承認]
労働基準法において､ 年次有給休暇

の対象のスタッフに対し年５日につい
ては時季指定しなければならなくなる
ので､ 今後､ 会員に対し分かり易く説
明することとする｡

11. 監事講評：
中嶋監事より､ 金属価格高騰に関連して
10月からの消費税増税に伴う初・再診料改
定について確認があった｡
12. 閉会：小島副会長

(竹下 憲治)

種 別 氏 名 医療機関名 住 所 出身大学

第１種 助廣
すけひろ

都
と

祈
き すけひろ歯科・
kidsデンタル
クリニック

熊本市東区
長嶺南
1-2475-３

北海道医療
大学歯学部
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ら､ ヒトにおいては複雑な発音機能の獲得と

引き換えに誤嚥を起こしやすい形態をしてお

り､ これと同じ事が乳児と成人の喉頭の位置

の違いにも見られることを示された｡

嚥下訓練の基本は摂食場面の観察が最も重

要であり､ 観察から得られた問題点を把握し

効果的な訓練法を立案する必要がある｡ 機会

誤嚥､ 水分誤嚥､ 食物誤嚥､ 唾液誤嚥と誤嚥

にも様々な段階があり伴う肺炎リスクも大き

くなる｡ 例えば､ 水分と固形物の混ざった食

品など形態によって誤嚥するケースなど状態

の把握に､ VF,VE等の検査が効果的である

と実際の映像を交えながら説明された｡

最後に､ エビデンスはないとしながらも

｢笑う｣ 時に喉頭や声帯が活発に運動してい

るVE画像を紹介し ｢笑い｣ が機能の維持訓

練に大きく役立つのではないかと示唆された

事が印象に残った｡

(規工川 浩)

����������
―平成30年度 障がい児者口腔ケア事業研修会 ―

２月９日(土) 県歯会館３Ｆ研修室にて藤

井航九州歯科大学教授をお迎えし ｢障がい児

者の摂食嚥下障害について｣ の演題で講演会

が開催され､ 歯科医師をはじめ歯科衛生士な

ど､ 80人ほどが聴講した｡

摂食嚥下機能の発達と衰退は年齢とともに

推移していくが胎生12週では羊水を嚥下する

嚥下反応がすでに始まっているという｡

摂食嚥下機能の発達にはそれぞれの発達段

階で機能を習熟していくステップが必要で､

何らかの原因で習熟機会が不足・喪失すると

本来必要な機能の獲得に不全をきたすと説明

された｡

また､ 加齢とともに機能も減衰期を迎える

が､ 各種脳障害・神経系障害などが起こると

この機能の減衰が早期に現れる事となるため､

いかにこの機能低下のスピードを遅くするか

に歯科の介入が期待されるとの事であった｡

猿人とヒトの咽頭・喉頭の解剖学的比較か

�������

講師の藤井航九州歯科大学教授
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強度試験において24％強い結果が出ている｡
骨質が柔らかいケースにはテーパードエフェ
クト (TE) インプラントを使用する｡ 埋入
ポジションは近遠心的にはインプラントショ
ルダーから隣在歯歯根面までは最低１㎜は空
けること｡ 頬舌的にはインプラント体の頬舌
側に１㎜以上の骨壁を確保すること｡ ポイン
トとしては歯槽骨の加齢的な吸収を予測して､
インプラントを少し深めにかつ､ 舌側寄りに
埋入する｡ 上部構造の固定に関しては､ セメ
ント固定の場合は仮着セメントで必要な時は
外せるようにしておくことが大事｡ 余剰セメ
ントはインプラント周囲炎の原因にもなるの
で､ オススメはスクリュー固定｡ ドリリング
時の注意点は下顎の舌側｡ 下顎骨舌側には陥
凹がありここに舌下動脈が走行している｡ 万
が一ドリリング時に損傷させてしまった場合
はガーゼで圧迫止血を行い､ 119番すること｡
そのような事故を避けるためにも術前のCT
診査は必須｡ 午後の実習では上記のような注
意点に考慮しながら､ 模型にインプラントを
２本埋入した｡ インプラント未経験の先生が
多い中の実習だったが､ 非常にスムーズに進
行した｡
午前・午後合わせて約５時間にわたり講演
および実習が行われた｡ あらためてインプラ
ントの基礎的なことを見直すと同時に､ 最新
のインプラント事情まで聞けてとても実りあ
る講演であった｡

(壽永 旭博)

埋入実習で指導される添島会員

����������
―有料講演会―��

３月３日(日) 午前10時より県歯会館３階
研修室にて 『現在のインプラントにおける基
礎と臨床』 と題して有料講演会が行われた｡
熊本市中央区桜町でご開業の添島義樹会員を
講師にお招きし､ 午前はインプラントに関す
る基礎的な講義､ 午後は模型を使用したイン
プラント埋入実習を行った｡ 現在は厚生労働
省指定臨床研修指導医で､ 東京歯科大学イン
プラント科臨床講師でもあられる添島会員の
話が聞けるとのことで､ 20人を超える熱心な
参加者のもと盛会に執り行われた｡ 井上理事
の開会の挨拶のあと､ 講演開始となった｡
はじめに､ インプラント手術を行う前の口
腔管理について話された｡ 大切なことは､ 患
者自身の口腔清掃習慣が確立されていること｡
具体的にはPCR値が20％以下､ BOP歯肉出
血指数が20％以下｡ 歯周病が安定していない
とインプラント周囲炎の罹患率は上がる｡ 術
前の歯周基本治療と同じくらい大事なことは
患者との信頼関係が構築されていること｡ 患
者をよく知り､ 信頼関係を構築し､ インフォー
ムドコンセントが確立されていれば､ 医療ト
ラブルは避けられる｡ また､ 欠損部の治療ば
かりを考えるのではなく全体的な治療計画を
立てて､ 治療を進めていくことも重要｡ 添島
会員は普段の臨床ではStraumannインプラン
トを使用されている｡ その中でも２次オペを
しなくて良いということでティッシュレベル
インプラントを選択することが多いとのこと｡
条件が揃えば埋入後１ヶ月で印象採得を行い
補綴作製に移行していく｡ その際､ ペリオテ
ストとオステルを使用して､ 確実にインプラ
ントと骨がオッセオインテグレーションして
いるかを確認する｡ 現在のインプラント治療
の流れとして骨造成はあまり行わないとのこ
と｡ 歯槽骨が細い場合は細いインプラントを
使用する｡ その際はインプラントが折れにく
いようにRoxolid金属を使用したインプラン
トを用いる｡ この金属はチタン・ジルコニウ
ム合金で､ 純チタンよりも機械的強度が高く､
インプラント体にアバットメントを装着した
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３月６日(水) 午後７時30分より県歯会館

４Ｆホールにて熊本県歯科医師会地域包括ケ

ア研修会が開催された｡ 講師は､ 香川県､ ま

んのう町国民健康保険造田歯科診療所の丸岡

三紗歯科衛生士をお招きして､ ｢地域包括ケ

アにSuperDentistもSuperHygienistも要らな

い！｣ ～すべての住民を守る､ ｢地域連携｣

を目指して～という演題でご講演頂いた｡

講演に先立ち浦田会長の挨拶にて､ 以前丸

岡講師のご講演を聴講して大変インパクトを

受け､ 是非熊本でも講演会をということで今

回の研修会が実現したことが述べられた｡

講演では､ 丸岡講師も､ 自分は27歳と若く

ゆとり世代と称して最初は､ 一人で何でもで

きるSuperHygienistを目指していたという自

己紹介から始まった｡ 若気の至りで職場でも

歯科医師や他職種との連携がうまくいかなかっ

たし､ 浅はかな知識で間違った指導も沢山し

てしまったと自虐ネタを交えながら語られた｡

衛生士の口腔ケアにも疑問を持っていたとい

うことだったが､ 一人の患者さんが毎日のご

く普通の口腔ケアで容態が劇的に良くなった

のを見て､ 当たり前の口腔ケアの重要性や歯

科医療の必要性を改めて実感し､ これこそが

自分の専門で､ 他職種との連携で患者さんの

望む暮らしが叶うならチームプレイも必要不

可欠だとわかったということを話された｡ 自

分一人で何でもやろうとはせず､ 専門以外は

その分野の得意な人に任せて､ わからないこ

とを恐れずに聞くことから連携は始まること

にも気づかされたとのことだった｡

丸岡講師の勤務地は､ 香川県一の過疎地域

であり医療資源が極めて乏しい地区で､ そこ

での地域包括ケアを充実させるために歯科医

師の呼びかけで事務局を設立し､ 他職種の人

とも何でも言い合える在宅医療介護の連絡会

を月一で開催している｡ そこには医療職や行

政の人はもちろん､ 異業種 (宅配弁当屋) の

人も参加しており､ 地域に密着したその見守

りのおかげで地域連携による地域包括ケアは

更に充実し､ 円滑に推進しているとのことだっ

た｡

また､ 本来の地域包括ケアとは在宅医療だ

けではなく､ 介護予防や生活支援までも含め

て行う必要があると考え､ その地域に暮らす

すべての住民が元気で楽しく過ごせるように

することが地域包括ケアだと述べられた｡ 歯

科診療所を訪れるフレイルの住民達について

も､ 明らかに社会性の低下による人が多く､

そういう人達を守っていきたいが､ 医療の力

だけでは解決できないこともあり､ 高齢者の

社会性の低下を防ぐ仕組み作りが必要と実感

したとのことだった｡ そしてその取り組みに

大いに貢献してくれたのが地域の異業種の人

達や元気な60～80代の高齢者を中心とした有

償住民ボランティア組織の人達だったことを

話された｡ そしてこれからはこのような住民

主体､ 地域連携の地域包括ケアが過疎地のよ

うな地域では必要となりその為の支援をする

ことが専門職の役割だと語られた｡

若き講師は､ 今後の地域包括ケアのあり方

を可愛い香川弁で熱く講演されとても有意義

な研修会となった｡

(神� 理子)

����������
―地域包括ケア研修会―

講演される丸岡講師

�������
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３月２日(土) 午後２時から､ 県歯会館に
て上記組合会が開催され､ 総議員30人中24人
の出席により会議の成立を田中議長が宣言し
開会された｡
－理事長挨拶－
本日は､ 組合会にご参加いただきありがと
うございます｡
国保組合の運営は非常に厳しい状況が続い
ております｡ ただ今年､ 保険料を値上げさせ
ていただいて､ 今のところは順調に推移して
います｡ 私共の組合は定率補助が32％から28
％まで､ ５年間で0.8％ずつ削減されて､ 来
年度が４年目で､ 32％あった補助が28.8％ま
で削減されます｡ ただ､ 表向きは28.8％では
ありますが､ ５人以上の事業所の職員の方等
は適用除外の申請をいただいて､ 組合に残っ
た皆さんの補助率は13％であり､ 実は､ 最終
的に我々の組合の補助は23.5％程度となりま
す｡ そういう厳しい運営の中で､ 今､ 執行部
一丸となりまして努力をしております｡ 今日
の組合会は31年度の事業計画､ 予算案の審議
を主に行い､ 来年度から保健事業等々かなり
見直しをして､ 組合員の先生方に非常にご迷
惑をおかけしますが､ その辺はどうかご理解
を賜りたいと思っております｡
また､ 最近は､ 非常に高額な新薬が出てお
ります｡ そういう病気になられた組合員が出
ますと､ 我々のような小さな組合は非常に影
響が大きくなります｡ 日ごろから組合員の先
生方は健康に留意されて､ できるだけ大きな
病気にかからないように､ 我々もいろんなこ
とでお声掛けさせていただきたいと思ってお
ります｡ 何はともあれ､ 厳しい状況に変化は
ございませんが､ 本日の組合会でしっかりと
審議をして運営を続けていきたいと思ってお
ります｡

議事録署名人に堀川議員 (熊本市)､ 中山
議員 (荒尾) が指名され､ その後､ 組合員物
故者に対して黙祷が行われた｡
続いて上野副理事長と桑田常務理事から､
会務報告・業務報告について説明が行われ､

―平成30年度熊本県歯科医師国民健康保険組合通常組合会―

谷口議員 (熊本市)､ 森議員 (宇土) から質
問があった｡
監査報告：片山監事より適正に処理されてい

る旨の報告が行われた｡
議題は以下の７議案が上程された｡
第１号議案：平成30年度熊本県歯科医師国民

健康保険組合歳入歳出補正予算
(案) の承認

第２号議案：熊本県歯科医師国民健康保険組
合規約一部改正 (案) の承認

第３号議案：平成31年度熊本県歯科医師国民
健康保険組合役職員退職手当積
立金処分

第４号議案：平成31年度熊本県歯科医師国民
健康保険組合事業計画 (案) の
承認

第５号議案：平成31年度熊本県歯科医師国民
健康保険組合歳入歳出予算 (案)
の承認

第６号議案：平成31年度熊本県歯科医師国民
健康保険組合役職員退職手当積
立金特別会計歳入歳出予算 (案)
の承認

第７号議案：平成31年度熊本県歯科医師国民
健康保険組合一時借入金

採決に移り第１号議案～第７号議案は､ い
ずれも賛成多数で原案通り承認可決された｡
この後谷口議員 (熊本市) から質問がなさ
れ､ 最後に瀬井理事の閉会の辞で散会となっ
た｡

(国保組合 守永 純一)

全ての議案は､ 承認可決された��������
挨拶される浦田理事長
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���������� 郡市会報告

２月９日(土) 午後３時より荒尾市､ 玉名郡
市歯会合同の学術講演会がホテルヴェルデ (荒
尾市) にて行われた｡
講師には熊本市内で勤務されている村本菜穂
歯科衛生士をお迎えし､ ｢これからの歯科衛生
士の目指すもの｣ という演題で約２時間ご講演
頂いた｡
村本講師は３年前の熊本地震直後､ 勤務され
ていた南阿蘇で災害急性期の誤嚥性肺炎発症の
リスクをただ一人でしのぎきったことがマスコ
ミでも取り上げられ､ 瞬く間に全国規模で講演､
執筆活動する歯科衛生士の仲間入りをされた｡
さらに驚かされたのは現在も訪問歯科診療の分
野だけではなく､ 最先端歯科臨床に対しても研
鑽し続けている､ まさに ｢スーパーＤＨ｣ と呼
ぶにふさわしい方であった｡

―荒玉合同学術講演会―

����������荒尾・玉名郡市歯科医師会

講演冒頭､ 震
災でのご自身の
経験を動画を交
えての説明があ
り ｢誤嚥性肺炎
が起きたら私の
せいだ｣ ｢科学
的根拠に基づい
た保健活動｣ と
いう本日の講演を象徴する職務に対する志の高
さと実績が講演スライド１枚１枚から歯科医師
目線でもひしひしと伝わる時間となった｡
そして講演会後の懇親会で会員が村本講師か
ら直接話を伺う様子からもいかに今回の講演会
が好評であったか想像つくであろう｡

(坂田 輝之)

終始笑顔が絶えることのなかった
村本講師

令和元年度定時代議員会のお知らせ

下記の通り令和元年度定時代議員会を開催いたしますのでお知らせします｡
記

日時：令和元年６月15日(土) 午後２時～
会場：熊本県歯科医師会館 ４階ホール

[ 議 事 ]
第１号議案 平成30年度一般社団法人熊本県歯科医師会会計決算 (案) の承

認を求める件
第２号議案 熊本県歯科医師会災害対策基金設置の件
第３号議案 本会収入割会費に関する件
第４号議案 理事の選任に関する件
第５号議案 監事の選任に関する件
第６号議案 日歯代議員及び日歯予備代議員の選任に関する件

[ 協 議 ]
１ 時局対策
２ その他

※代議員会は公開となっています｡ 傍聴を希望される場合は､ 会議場
後方に席を用意してありますので､ ご来場ください｡



えるクロスバイクを買いました｡ 専門店で買

う知識もないため､ 近くのサイクルベースあ

さ○へと出かけ､ ネットに出てたなにわとも

あれジャイアントを信じて注文しましたが結

局､ 届くのに１ヶ月以上も有し､ 季節も暑さ

から寒くなろうという頃､ またモチベーショ

ンもほぼ消えそうな頃に届いたのでした｡

実際に乗ってみると､ 明らかにママチャリ

歴しかない私には面食らうことばかり｡ 足が

届かないし､ サドルでお尻が割れそうです｡

数十年ぶりに自転車に乗ったためフラフラと

バランスも取れず､ 初日からこけて意気消沈

しました｡ 安ければおそらくやめていたかも

しれませんが､ それなりの値段もしたので､

頑張って乗り続け､ ようやく最近慣れて来た

ところです｡ 今年の健診は見違える結果を出

せるよう続ける予定です｡

次回は､ 大学の先輩であり､ ゆるく､ 仲良

くさせて頂いている玉名市のわかばデンタル

クリニックの月精秀和会員へバトンを渡した

いと思います｡

クローバー歯科の高田会員よりご紹介頂い

た菊池郡大津町で開業５年目となります吉浦

と申します｡

私は学生時代よりずっとヒョロガリを貫い

てまいりました｡ 運動部に所属していたため､

また､ モテるがためにせめて細マッチョくら

いにはと思い､ 筋トレや食事量を増やすなど

やってみたものの全く効果なしでした｡ 時は

過ぎ､ おっさんになるにつれて周りの同級生

は流石にお腹周りが気になるようになってく

る中､ 私は軽い優越感さえ感じるようになっ

ていました｡ 何十年も全く体重や体型に変化

がなかったからです｡

しかし､ 時は来ました……｡ 昨年の歯科医

師会での健康診断でした｡ 今年もまぁ､ 消化

試合的なもんだろうとタカをくくっていたと

ころに大きな衝撃！一気に体重もウエストも

見たことがない数字でした｡ 腹囲を測るお姉

さんも去年との違いに驚いたのか２度､ ３度

と計り直す始末｡ ついに､ 長年の牙城が崩れ

ると共に40代の恐ろしさに震えることとなり

ました｡

さて､ 追い込まれました｡ やはり､ 運動す

るしかないか……｡ しかし､ 面倒臭くてウォー

キングさえ続きません｡ 診療後に運動するな

んて今まで私の辞書に載ってないし第一､ 疲

れ切っています｡ これは通勤時間を使うしか

なく自転車購入を決意しました｡

乗るならせめてカッコいいやつ､ あとあん

まり疲れないやつ｡ むしろ､ 興味がなかった

分野だけに全く自転車の知識もないため､ そ

れしか求めるポイントはありません｡ ネット

で調べ､ カッコイイのはロードバイクとクロ

スバイクがあり､ 初心者向けで街乗りにも使
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菊池郡市 吉浦 浩史

私のダイエットマシーン
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お茶会に初めて参加するにあたりお茶菓子

を切っていただく楊枝 (クロモジ) や懐紙や

白い靴下も買いました｡ 女性は着物なら十分

OKですがスカートの場合ストッキングの上

に白い靴下を履きます｡ お茶会待合室で白い

靴下にはき替えてる方も多くおられます｡ 男

性はジーンズはNG､ ネクタイはしなくても

良いけどジャケットくらいは羽織って新品の

真っ白い靴下を履きます｡

こんな色々な準備 (心も) をしていたら茶

道の創始者と言われる千利休という人物を知

りたくなり､ 数年前話題になった市川海老蔵

主演 ｢利休にたずねよ｣ のビデオを見たり､

本を読んだり自分なりに研究しました｡

もともと私はあまり歴史が得意ではないの

ですが､ お茶にふ

れて､ 利休を学ぶ

ことで利休と信長､

秀吉との関わりや

黒田官兵衛とのや

り取りなどをほん

の少しだけ知りま

した｡

利休はもとは千

宗易と呼んでまし

たが､ あまりにも

玉名郡市 春野 惟一

私のお気に入り茶碗

昨年､ 知り合いと姉から同時期にお茶会に

誘われました｡ 女性会員の方は花嫁修業みた

いにお花､ 着物と並んでお茶も習い事で通わ

れた方も多いと思います｡ 男性会員の方はお

茶会の経験は少ないと思います｡

お茶会と聞いて皆さんも堅苦しい､ 沈黙の

かしこまったイメージがあるでしょう？

まして正座が苦手な私がまさかお茶会に参

加するようになるとは思いもしませんでした｡

お茶会に誘われてから即席で知り合いと姉

に簡単に作法を教えてもらい､ 表千家の本を

貸してもらいました｡ 亡くなったおふくろの

遺品のお茶碗を引っ張り出し練習しました｡

私の茶道具 千利休

��
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賢く感覚が鋭いので ｢利を休む｣ という意味

で天皇から与えられて頂いた名前だそうです｡

会員の先生方はよくご存知だとは思いますが

利休は信長､ 秀吉に仕えた茶人で ｢侘び茶｣

というお茶の様式を完成しました｡ 高価な道

具や派手な演出など､ 無駄をすべて切り落と

して､ お茶そのものを楽しむ粋なお茶だった

みたいです｡

秀吉の有名な金ピカ茶室などとは全く違っ

たものでした｡ 数年前にたまたま福岡の九州

博物館で一度見ましたが､ こんな金ピカ茶室

では落ち着いてお茶も飲めないだろうと感じ

ました｡ 利休は ｢黒は古き心なり｣ と言って

手びねりの黒楽茶碗を愛してました｡

また ｢不足の美｣ (不完全だからこそ美し

い) という美学を持ってました｡ 現在国内に

は国宝の茶室が三棟あるそうです｡ その中で

利休作と言われてるのが ｢待庵｣ (たいあん)

だそうです｡ にじり口という狭い出入口があ

り､ わずか二畳敷の小さい茶室です｡ その狭

い出入口は武士の魂である刀を外さないとつっ

かえてくぐれない､ つまり茶室に入れば人間

の身分に上下もなく､ 皆平等ということみた

いです｡

茶の湯に関しては､ 秀吉といえども利休に

従うしかなかったみたいです｡ 次第に秀吉と

利休との思想的対立が激しくなり､ 色んな事

情が重なり､ 秀吉は利休に切腹を命じてしま

います｡ その場でも ｢お茶の支度が出来てお

ります｡｣ と秀吉の使いの者にお茶を出して

から切腹したそうです｡ 死に直面してもおも

てなしを忘れず､ 自分の美学生き様を全うし

たのです｡ すごい人物ですね｡ またユニーク

なエピソードもあります｡

秋に庭の落ち葉を掃除してた利休が綺麗に

掃き終ると､ 最後に落ち葉をパラパラと撒い

た｡ 弟子が何故？と尋ねると ｢秋の庭には少

し落ち葉がある方が自然で良い！｣ と答えた

そうな｡ また初夏の朝､ 利休は秀吉に ｢朝顔

が美しいので茶会に来ませんか？｣ と誘った

ら､ 楽しみでウキウキして茶室へ行くと､ 庭

の朝顔は全て切り落とされてた｡ ガッカリし

利休の茶器と花器

利休の黒楽茶碗

茶 室
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た秀吉が薄暗い茶室に入ると､ 床の間に一輪

だけ朝顔が生けてあったそうで ｢一輪である

がゆえに際立つ朝顔の美しさ！｣ と答え､ 秀

吉は利休の美学に脱帽したそうです｡

このように利休に関する雑学を少し頭に入

れながら再度ビデオや本を改めて見たり読ん

だりして､ お茶会に出るようになりました｡ ま

ずは手始めに薄茶の会に数回出席しました｡

濃茶の席より広い茶室でゆっくり頂きました｡

まずは受付を済ませ､ 待合室で白い靴下にはき

替え帽子や荷物を大きな風呂敷に包みました｡

私より前の席の方たちが退席され､ 準備が

出来てから私達10人が案内され､ 私は６番目

に席に着きました｡

茶室に左足から入り畳のヘリを踏まないよう

に注意して､ 前の方の隣に静かに座りました｡

お茶を頂く最初の方は正客､ 次の方は次客

と言ってお茶の心得ある慣れた偉い方みたい

で今回は男性二人でした｡ どっかの社長みた

いな貫禄のある紳士に見えました｡ 正客の男

性の言葉通りに挨拶したりお菓子､ お茶を頂

いたりします｡ 正客がお手前の方にお茶会案

内の御礼と長時間の準備のねぎらいの言葉を

丁寧に言われ､ 床の間の掛け軸､ 花の意味や

お茶碗､ お菓子､ 炭､ 茶も銘柄や産地などを

尋ねます｡

まるでお点前の方の知識を試験 (口頭試問)

するかのように些細な事をいっぱい尋ねてい

ました｡ お手前の方も顔色変えず穏やかかつ

流暢に､ 何でもハッキリ答えてました｡ 少し

ビックリしました｡ お茶を頂く前に菓子器に

入った和菓子を食べます｡ 正客､ 次客から順

に廻ってきて隣の方に ｢お先に！｣ と囁き､

懐紙に和菓子を一個落とさないように載せて

楊枝で小さく切って上品に頂きます｡ いつも

なら手でつかみ一口でパクッと食べるのです

が今回は～｡ そろそろ足が痺れてきた頃やっ

と私にもお茶が来ました｡ (後編に続く)

第第１１種種会会員員
助廣 都祈
(スケヒロ トキ)

熊本市東区長嶺南1-2475-3

すけひろ歯科・kidsデンタル
クリニック

①・小児筋機能矯正
・デジタルデンティストリー
②・家族で通院してもらえる医院
・患者さんに対して自分の家族にする様な治
療を提供すること

③大人も子供も安心して通院できる環境
④地域の方々と一緒になって成長していく医院
であること

北須賀 通子
(キタスカ ミチコ)

菊池郡菊陽町津久礼
字下沖野2950-14

ふわり子供歯科・矯正歯科
①口育に関心があります｡

小さなお子さんの発育過程で保護者の方
に啓発し､ 口育することで子供の成長を出
来る限り正常な成長発育に乗せ､ お口や全
身の健康づくりに貢献したいと思います｡

①今もっとも関心のあることを教えてください｡

②自分が希望する歯科診療とはどのようなものだとお考えですか｡

③他の歯科医院にはない自分の医院の特色を教えてください｡

④今後の抱負は何ですか｡
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会 務 報 告 自 平成31年２月15日
至 平成31年３月10日

所管 日付 摘要 出務者

総 務

２月16日

第２回九州各県会長会 (ホテルオークラ福岡) 浦田会長

第２回九地連協議会 (ホテルオークラ福岡)
浦田会長､ 渡辺副会長､ 牛島専務理
事､ 田上常務理事､ 澤田事務局長

師井淳吾会員百寿お祝い贈呈 (熊本市) 小島副会長
17日 九州各県事務局長連絡会 (福岡県歯会館) 澤田事務局長

19日

第22回理事会
【承認事項】
(１) 関係機関・団体からの役員等の推薦依頼 (２) 後援名義の使用依頼
(３) 後援名義の使用依頼 ほか
【議 題】
(１) 平成30年度熊本地震対策事業収支予算書 (案)
(２) 平成30年度熊本県歯科医師会会計収支補正予算 (案)
(３) 平成30年度臨時代議員会日程資料 ほか

浦田会長他全役員､ 宮本代議員会議
長､ 武藤代議員会副議長

20日
歯科医師国民年金基金代議員会 (パレスホテル) 牛島専務理事
県医師会 ｢警察協力医部会｣ 研修会 (県医師会館) 伊藤副会長

21日

第28回中規模県歯科医師会連合会 (アルカディア市ヶ谷)) 浦田会長､ 牛島専務理事
第７回選挙管理委員会
(１) 会長予備選挙の投票用紙を送付する際の添付文書
(２) 会員への会長予備選挙の立会演説会の開催通知
(３) 会長予備選挙立候補者への立会演説会の開催通知 ほか

山口委員長他全委員

22日
労務定期相談会 牛島専務理事､ 八木常務理事
第127回都道府県会長会議 (日歯会館) 浦田会長

23日

新入会員研修会 (施設基準届出に係る研修会)
受講者：77名 (新入会員42名､ 新入会員以外35名)

牛島専務理事､ 八木常務理事､ 永松・
松本・井上・田中理事

阿蘇医療センター歯科口腔外科開設記念式典 (阿蘇医療センター) 浦田会長
県薬剤師会江上祥一副会長藍綬褒章受章祝賀会 (ザ・ニューホテル熊本) 小島副会長

25日 県庁との打合せ
浦田会長､ 牛島専務理事､ 八木常務
理事

26日
国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター運営委員会 (熊本医療センター) 浦田会長
月次監査
12・１月末会計現況監査

西野監事

27日

第125回九州地方社会保険医療協議会熊本部会 (熊本第二合同庁舎) 椿常務理事
第９回熊本地震見舞金・義援金給付検討臨時委員会
(１) 平成30年度熊本地震見舞金・義援金活用収支予算書 (案)
(２) (一社) 熊本県歯科医師会災害対策基金管理・運営規程 (案)

小島・渡辺副会長､ 牛島専務理事､
八木常務理事､ 西野監事､ 久々山会
員

28日
女性歯科医師支援ワーキンググループ
(１) 女性歯科医師ネットワーク作り (２) 医師会の取り組み報告

牛島専務理事､ 宮井理事､ 町田委員
長､ 池嶋・神崎副委員長他全委員

３月１日
事務局労務管理説明会 牛島専務理事
平成30年度司法委員研究会 (熊本地方裁判所) 前野会員

３日 ｢2019国際スポーツ大会を盛り上げる会｣ 設立の会 (ホテル日航熊本) 伊藤副会長

５日
第40回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 後援名義の使用依頼
(３) 平成30年度臨時代議員会 ｢事前質問｣ の回答 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員

７日
県救急・災害医療提供体制検討委員会 (県庁) 牛島専務理事
事務局職員人事評価打合せ 牛島専務理事､ 八木常務理事

８日
第８回選挙管理委員会
(１) 会長予備選挙の資格審査 (２) 会長予備選挙当選者への当選証書及び交付期日
(３) 会長予備選挙に関する結果通知 ほか

山口委員長他全委員

学 術

２月21日 第80回医歯連携セミナー (熊本医療センター) 井上理事

３月３日

有料学術講演会
受講者：20名､ 聴講者：２名
演 題：｢現在のインプラントにおける基礎と臨床｣
講 師：添島義樹 (熊本市・添島歯科医院院長)

井上理事､ 馬場委員長他２委員

社会保険

２月26日
社会保険委員会
(１) 会員向け発行物 (２) 次年度点数改定説明会日程
(３) 個別指導対策社会保険説明会 ほか

椿常務理事､ 田中理事､ 桐野委員長
他12委員

27日
社会保険､ センター・介護合同委員会
(１) 第６回介護保険請求ハンドブック作成に伴う打合せ

田中理事､ 桐野委員長､ 井口副委員
長､ 舩津委員

３月５日
レセプトチェックセンター (荒尾市)
相談者：２名

田中理事

地域保健

２月20日
青山製作所熊本工場事業所健診 (青山製作所)
健診者数：11名

片山公則会員

21日
後期高齢者歯科口腔健康診査事業研修会 (蘇陽地区公民館)
受講者：230名

甲斐上益城郡会員

22日
協会けんぽスモールチェンジ・生活歯援プログラム健診 (㈱熊本計算センター)
受診者：28名

歯科衛生士２名

25日
協会けんぽスモールチェンジ・生活歯援プログラム健診 (㈱熊本計算センター)
受診者：22名

歯科衛生士２名

26日
協会けんぽスモールチェンジ・生活歯援プログラム健診 (㈱熊本計算センター)
受診者：20名

歯科衛生士２名

３月２日
8020支援事業・医療機関連携事業評価会議
(１) 熊本型早産予防対策事業 (２) 糖尿病歯周病医療連携事業

渡辺副会長､ 田上常務理事､ 赤尾理
事､郷原委員長､松原委員､蔵本委員

歯科保健推進会議ワーキング部会の事前打合せ 田上常務理事

４日 健康保険組合連合会熊本連合会との打合せ
渡辺副会長､ 牛島専務理事､ 田上常
務理事､ 赤尾理事

５日 平成30年度県歯科保健推進会議ワーキング部会 (県庁) 田上常務理事
８日 平成30年度第２回健康づくり推進協議会 (熊本大学) 赤尾理事

広 報 ２月20日
広報小委員会
(１) 会報３月号・第２校校正 (２) 今後の会報作成等日程

竹下理事､ 永廣委員長他２委員
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所管 日付 摘要 出務者

学校歯科

２月15日 県高等学校保健会第３回理事会 (熊本第一高校) 渡辺副会長
20日 第11回日学歯理事会 (アルカディア市ヶ谷) 大林理事
20日 日学歯加盟団体長会議 (アルカディア市ヶ谷) 浦田会長､ 大林理事
21日 県PTA共済審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事
23日 水俣・芦北地域歯科保健連絡会研修会 (白梅の杜 あつまろう家 (地域交流センター)) 大林理事
27日 県学校保健会第２回理事会 (県医師会館) 渡辺副会長
27日 学校歯科委員会 大林理事他全委員

28日
｢児童生徒の心と体の健康づくり推進事業｣ 推進委員会第４回報告書作成委員会
(水前寺共済会館)

大林理事

医療対策

２月16日 医療事故調査制度研修会 (日歯会館) 永松理事

20日
医療対策小委員会
(１) 事例報告検討 (２) 委員提出協議題 (３) 理事報告

永松理事他全委員

21日 医療相談 永松理事､ 岡田委員長､ 椿副委員長

25日 医療対策小委員会
永松理事､ 岡田委員長､ 椿副委員長､
町田委員

28日 医療相談
永松理事､ 岡田委員長､ 椿副委員長､
添田委員

センター・
介護

２月16日
センター運営打合せ
(１) ４月からのシフト

八木常務理事､ 松本理事

26日
センター運営打合せ
(１) 人員改編

小島副会長､ 牛島専務理事､ 八木常
務理事､ 松本理事他１名

27日
社会保険､ センター・介護合同委員会
(１) 第６回介護保険請求ハンドブック作成に伴う打合せ

松本理事､ 平井委員長､ 松岡・長野
委員

３月２日 KTSM実技セミナーin熊本 (桜十字病院) 松本理事
５日 平成30年度県歯科保健推進会議ワーキング部会 (県庁) 松本理事

９日
第６回多職種連携に係る研修会
参加者：210名
講 師：浜松市リハビリテーション病院 藤島一郎 (病院長)

小島副会長､ 田上常務理事､ 松本理
事､ 平井委員長他５委員

厚生・医療
管理

２月20日 九州地域の医療機関における電波利用推進協議会 (九州総合通信局) 宮井理事

26日
厚生・医療管理委員会
(１) 医療管理だより (２) 災害連絡網 (３) 災害初動マップ

宮井理事､ 池嶋委員長他町田委員を
除く全委員

27日 県後発医薬品安心使用・啓発協議会 (熊本テルサ) 八木常務理事

総務・医療
連携

２月15日 神奈川歯科大学同窓会熊本県支部学術講演会予演会 (合志市) 宇治理事

16日
県がん患者医科歯科医療連携事業歯科衛生士対策研修会
受講者・77名
講 師：静岡県立静岡がんセンター研究所内サンスター静岡研究所 溝口奈菜歯科衛生士

伊藤副会長､ 宇治理事､ 三森委員長
他３委員

24日
がん医科歯科連携登録歯科医のための全国共通ナショナルテキスト講習会
受講者：５名

宇治理事

24日
第12回県医療・保健・福祉連携学会
(１) ｢ICTを活用した地域包括ケアの展望｣

浦田会長他常務理事以上全役員､ 赤
尾・井上・宇治理事

26日 県脳卒中医療推進検討会議 (県庁) 伊藤副会長

26日
総務・医療連携委員会
(１) 地域包括ケア研修会 (２) がん・回復期実績報告
(３) 阿蘇医療センターとの連携 ほか

宇治理事､ 三森委員長他全委員

３月４日 阿蘇医療センターとの覚書締結 (阿蘇医療センター)
宇治理事､ 武藤阿蘇郡市会長､ 安光
阿蘇郡市専務理事

５日 県がん診療連携協議会幹事会第39回相談支援・情報連携部会 (熊大附属病院) 宇治理事
５日 済生会熊本病院がん診療・緩和ケア研修会 (済生会熊本病院) 宇治理事

６日
地域包括ケア研修会
受講者：70名
講 師：まんのう町国民健康保険造田歯科診療所 丸岡三紗歯科衛生士

浦田会長､ 伊藤副会長､ 牛島専務理
事､ 宇治理事､ 三森委員長他４委員

８日
回復期医科歯科病診連携事業運営協議会
(１) 事業報告 (２) 事業実績報告 (３) 阿蘇医療センターとの連携 ほか

伊藤副会長､ 牛島専務理事､ 宇治理
事､ 三森委員長､ 神�副委員長､ 古
川歯科衛生士他５名

学 院

２月16日
学院社会人・一般一次入学試験合格者発表
合格者：６名

21日 第４回学院教務委員会
伊藤学院長､ 牧・林副学院長､ 弘中
教務部長他４教務委員

28日
学院講師会議
出席講師：31名

小島副会長､ 伊藤学院長､ 牧・林副
学院長､ 弘中教務部長他全教務委員

３月３日 歯科衛生士国家試験 (福岡) 林副学院長他２名

５日

学院一般二次・社会人入学試験
受験者数：４名 (志願者数：４名)

牧・林副学院長

第４回学院入学試験委員会
浦田会長､ 伊藤学院長､ 小島・渡辺
副会長､ 牛島専務理事､ 牧・林副学
院長､ 弘中教務部長

６日
学院社会人・一般二次入学試験合格者発表
合格者：４名

７日
地域包括ケア研修会
講師：まんのう町国民健康保険造田歯科診療所 丸岡三紗歯科衛生士

伊藤学院長､ 林副学院長､ 牛島専務
理事

９日 学院卒業式
浦田会長､伊藤学院長､牧・林副学院長､
弘中教務部長､秋山・正清教務委員

国保組合

２月18日 第２回国保監査 浦田理事長他全役員

18日 第６回国保理事会
田中議長､ 宮坂副議長､ 浦田理事長
他全役員

27日 全歯連第４回理事会 (アルカディア市ヶ谷) 浦田理事長
27日 全歯連第２回通常総会 (アルカディア市ヶ谷) 浦田理事長
28日 国保連合会通常総会 (KKRホテル熊本) 田尻課長補佐

３月２日 国保通常組合会 25組合会議員､ 浦田理事長他全役員



公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

杖立  鯉のぼり祭り
　毎年４月１日～５月６日に 3,500 匹の「こいのぼ
り」の群れが姿を現し、温泉街を流れる杖立川の
上空を悠々と泳ぎます。
　今では全国各地で見られる「鯉のぼり祭り」で
すが、そもそもの発祥の地は杖立温泉でした。
　川岸にロープをつけたボールを投げて鯉のぼり
を吊るしたのがはじまりで、杖立の春の風物詩です。

（T．K）

事業課からのご案内

今年度から
保険料が

さらにお安く

最高「3000万円」
の保障が無診査
で加入OK

配偶者も
1000万円まで
加入OK

１年更新で
配当金は毎年
加入者へ還元

其の
1

朝日生命　アメリカンファミリー生命　住友生命　損保ジャパンひまわり生命
第一生命　　日本生命　　富国生命　　明治安田生命　　メットライフ生命

[ 県歯事務局　TEL：096-343-8020　担当：奥村 ]　までご連絡ください

下記の保険会社と団体収納契約をしておりますので
会費明細引きがご利用できます。

其の
２

個人でご加入した保険料が団体割引でお安くなり、
保険内容に何も影響ありません。

手続きは簡単、事務局が代行します。ぜひ便利でお得な制度をご活用ください。

グループ保険は歯科医師会が契約者で
保険料を一括納付しています。

会員だけがいつでも自由に加入できる制度です。

※昨年度実績 40%還付
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主な行事予定 June

熊本県歯科医師会

Kumamoto Dental Association

安心・安全歯科医療推進制度
熊本県歯科医師会

6
1日（土）

3日（月）

7日（金）

15日（土）

22日（土）

26日（水）

第１回多職種連携に係る研修会

第46回常務理事会

第26回理事会

定時代議員会

第１回臨時理事会

第１回国保臨時組合会

新役員打合せ会（第１回常務理事会）

新元号『令和』がスタートする。TV等で“平成を振り返って”が目についたので、私
も遅ればせながら振り返ってみた。大学生活が始まり、様々な感情を抱きながらも平穏
な日常を過ごしていた。高学年になった頃、早朝のニュースで阪神淡路大震災の報道を
目にした。悲惨な映像に鳥肌がたち、とても衝撃を受けたがそれでも心のどこかでは、
対岸の火事と思っていた。歯科医師となって、講習会に来ていた福岡で西方沖地震に遭
遇した。公園に避難するも携帯は繋がらず不安でいっぱいだった。それから開業して間
もなく、東日本大震災を知り、H28年熊本地震を体験することになり、もはや足元の火事
となってしまった。平成とは、震災だけでなく私の人生にとって大きな変化も経験でき
た充実した30年だったように思う。そして新たな時代は、どんな人生が待っているか…
笑顔で過ごしたいと思っている。

（T. M）
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